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はじめに

近年「特殊教育」から「特別支援教育Jへの流れ

の中で特別支援教育のセンターとしての養護学校の

役割が強く求められるようになった.

平成15年3月の「今後の特別支援教育の在り方に

ついて(最終報告)Jでは，これからの養護学校の

在り方として「地域の小・中学校等に在籍する児童

生徒やその保護者からの相談，個々の児童生徒に対

する計画的な指導のための教員からの個別の専門

的・技術的な相談に応じるなどにより，地域の小・

中学校等への教育的支援を積極的に行うことで，地

域社会の一員として，地域の特別支援教育のセン

ターとしての役割を果たすことが重要である.Jと

述べられた.

熊本大学教育学部附属養護学校では，平成14年度

より在籍する児童生徒の教育を使命とするだけでな

く，広く地域に視点をおきながら附属校としての本

校の特色を活かした地域のニーズ、に沿う「センター

的役割の追究」に取り組んできた.特別支援教育の

センターとして，どのようなサービスができるのか

を積極的に追究することは時代の要請と考えたため

である.

教育相談への対応や学校紹介，施設開放等，すで

にセンター的役割を果たしている内容も少なくない

のも事実で、あったが，それまでの取組を再整理し，

附属校という特色を活かした「ゼンター的機能Jの

一層の拡充を図るために，大学と連携していくこと

はもちろん，保護者や地域と連携・協力しながら

「センター化構想Jを明確にし，そのための組織体

制などを整理しながら，センター的活動(サービス

活動)の充実を図ってきた.具体的には地域におけ

る養護学校のセンター的役割の追究を担う「熊大附

養総合支援事業Jとして，各種事業を展開した.

この事業を推進するには人的・物的環境の充実が

*附属養護学校

不可欠である.まずはできるところから，という姿

勢で，附属養護学校の現状の施設設備，職員の専門

性やこれまでに蓄えられてきたノウハウやネット

ワークを活かしながら取り組みを行ってきた.いろ

いろと課題もあるが，その中のひとつとして，より

地域のニーズに応えるものとして展開していく必要

があると考えられた.

目的

本研究は，地域から期待される特別支援教育のセ

ンターとしての養護学校の在り方を明らかにし，よ

りよい地域支援の方向性を求めるものである.これ

までも先行研究としていろいろな地域でこのような

内容の研究がなされているが，地域のおかれている

状況は様々であり，その地域毎のニーズがあると考

えられる.

ここでは特に熊本市内の特別支援教育に関わる小

中学校の教員および市内在住の知的障害児者の家族

を対象とした調査研究を行うことで，この地域の

ニ}ズを把握し，より地域に密着した取り組みへと

繋いでいきたいと考える.

方法

熊本市内の小学校・中学校の教員および熊本市手

をつなぐ育成会会員(知的障害児の保護者)を対象

に地域の特別支援教育のセンターとしての養護学校

へのニーズのアνケート調査を行う.

1 調査の対象

・熊本市立の小学校・中学校の特別支援教育コー

デ、イネーターおよび特殊学級，通級指導教室の

担当者.

・熊本市手をつなぐ育成会学校部会研修会参加保護

者.

2 調査の時期

平成16年11月"'-'12月
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3 調査の内容

・回答者の所属等について

・地域の特別支援教育のセンターとしての養護学校

への期待について

• r熊大附養総合支援事業Jについて

*詳細は資料1rアンケート用紙・表j

資料2 rアンケート用紙・裏Jを参照

*なお，アンケート調査の結果については統計的に

処理し，情報の保護に努める.

結果と考察

1 回答数および回答者について

1)小・中学校

小学校80校，中学校37校へ配布，小学校57校，

中学校21校，計171名より回答があった.

2)保護者

熊本市手をつなぐ育成会学校部会研修会参加

保護者に研修会場で依頼，参加者18名より回答

があった;全員附属養護学校以外の保護者であ

る.

『地織の特別支慢教育のセンターとしての饗際学校へのエーズの間査J(M.車種級担侵用}

* ョーディネーターを嫌佳されている方は，コーディネータ-JIj用紙にご国響下さい.

1 学校.学級およびアンケート回答者について

学校名 l 組菌学級 | 特型車敏曹の経.. 

}小・中学校 l知・情・肢.R車内・病弱 |特殊学録( )年v 特殊敏崎学後( )年

z 絶媛の特別支t重敏宵のセン~ーとしての餐11学校へどのようなことを期待しますか?
1 :全〈期待しない， 2:期待しない， 3:どちらともいえない， 4:期待する. 5:大いに期待する

の一つにOをつけて下さb、.また.具体的に期待する内容がある場合は下の摘に包入して下さい.

11 髭学細書提<t学に属する全般的な内容の細菌員 I1 .~ 

E開設{一締……
2 s 4 E 

[…耐の敏".."1こ山 2 s 4 5 

2 s 4 5 

5 事業後の進績に関する相. l z 2 s 4 E 

e 実際に小・中学伎を鶴間しての術糧事・助曾 11 2 s 4 5 

7 教事者教具の紹介や健供 2 s 4 s 

8 校内研修会等への鵬師の派遣 2 s 4 5 

19 向性的陥や隊…値 11 2 s 4 5 

110 特別支鐙敏宵に闘する各種の情舗の鎗供 I 1 福一一瓦1

111実 際帽 動惜 し…同一 I 1 5-1 

112 障害児斡人の姐判明(何鵬鵬の附 I 1 5 I 

・ご国管ありがとうございました.続いて書面へお温み下さい.

資料 rアンケート用紙・表J

2 地域の特別支援教育のセンターとしての養護学

校への期待について

13項目について5段階の評価と自由記述をしても

らった.また，この他に「地域の特別支援教育のセ

表1 小中学校回答者

コーデイ 特殊学級 通級指導
計

ネーター- 教室

小学校 54 52 15 121 

中学校 19 28 l 48 

不明 1 1 2 

計 74 81 16 171 

表2 保護者回答者

子ども 特殊学級
の所属

養護学校 不明 計

幼児 l 。 1 2 

小学生 11 。 。 11 

中学生 3 。 4 

高校生 。 。 l 

計 15 l 2 18 

2 3 4 

その他.地織の特ll'l支銀教育のセン~ーとしての餐般学校に釧縛する ζとをご自由にお書き下さい.

3-1 rn大附餐総合~僅..J についてお易ねします.
市『熊大附豊島総合支緩事業Jの内容については開射のリーフレットを参考にして下さい.

| 「熊大附豊島総合支援事鍵jについて I1:知らなかった 2 :知っていた 3:利用したことがあるl

2， 3とお答えになった方にお辱ねします.それはどこでお知りになりましたか?

1:!Iープレクトを見て， 2:附鳳費館学伎のW.bサイトで， 3:研修会等で知った
4:その他

3-2 rn大附餐総合受領事業Jのそれぞれの事象についてお辱ねします.
rl :1除加や利用をしたいと恩わない. 2:どちらkもいえない. 3:書加・利用したい』の一つに

Oをつけて下さい.また，これまで参加・利用されたことのある方は r4JにもOをつけて下さい.

1 道路支怨フォーラム I 1 3 : 4 I 

2 情鰻敏育研修会 、 I1 3 : 4 I 

s 研修会等内の人紛派遣 I 1 3 : 4 

4 情.錘供ザーピ~ I 1 3 : 4 

5 知的陣省児・者のための=ンピュ-~敏. I 1 3 : 4 

6 ボランティア養成附底 I 1 3 : 4 

7 『ベーカリーすずかけ』の生活支復活動 I 1 3 ! 4 

8 敏育相l民 I 1 3 ! 4 

9 統伊細般 11 ・4

10 オープン~タール{附属養鰻学校での実際ゆ復費量の体敏彦加 I 1 3 : 4 

11 生活'.労相麟 I 1 3 : 4 

12 学校...週間 I 1 3 : 4 

『餓大鮒銀総合支領事業JIこ期待するこ1:.その他.附...学校への要望などをご自由にお書き
下さい.

@ ごUIカありがとうございました.返信用封筒にてご返送下さい.

資料2 アンケート用紙・裏j

-198-



佐伯憲子

ンターとしての養護学校に期待することJについて

自由に書いてもらった.

1 )小・中学校

小・中学校171名の回答は図 1の通りである.

どの項目でも r期待するJr多いに期待す

る」を合わせると 8害tl前後で、あった.これは養

護学校のセンタ「的役割についての期待の大き

さ，関心の高さを表している.

その中でも期待が高いと考えられるのは，

r4指導方法や技術についての相談Jr 5卒業

後の進路・就学に関する相談Jr 7教材教具の

紹介や提供Jrl0特別支援教育に関する各種の

情報の提供Jr12障害児・者の生涯学習の支

援Jであった.

r4指導方法や技術についての相談」につい

ての自由記述には， r専門的な立場から見てど

のように支援すればよいか相談に乗って欲し

いJrどのような指導をすれば子どものカが伸

びるのか，具体的に教えて欲しいJといった専

門的な立場からの指導助言を期待する声が多

かった.また r個々に対する指導法や技術に

ついてより具体的に教えて欲しいJr個別の指

導方法を一人の生徒の実態に合わせて相談いた

だける場がほしいJというように一般論ではな

く，より具体的に目の前にいる児童生徒につい

ての相談を期待している.このことは， r 6 

小・中学校を訪問しての指導・助言Jの中でも

多く述べられており，より具体的な事例につい

1就学相談

2就学相談(養)

3早期(就学前)

4指導方法

5進路

6訪問

7教材教具

8講師派遣

9研修会開催

10情報の提供

竹子ども交流

12生涯学習

泊施設開放

0% 20% 40% 60% 

ての相談への期待が大きいことが伺える.

r5卒業後の進路・就学に関する相談Jでは，

「卒業後の予後も含めてずっと相談できる場に

なって頂きたいJという長期的な期待と f卒業

生の進路の情報を知りたいJという今必要な情

報への期待というものがあった.また， r将来

を保護者が考える上で早い時期から機会をつ

くって欲しいJr低学年の保護者も卒業後のこ

とを考えておられる.必要に応じ色々教えて頂

ければと思う.Jというように担当教員だけで

なく，保護者への情報提供・相談といった期待

もあった.

r7教材教具の紹介や提供j については，

f子どものニーズにあった教材や教具が良くわ

からないので(教えて欲しい)Jr養護学校の

先生方は子どもの実態に合わせて工夫してい

らっしゃるので参考にしたい.Jというように，

養護学校で実際に使用している教材教具につい

て参考にしたいと言うものが多かった.

r10特別支援教育に関する各種の情報の提

供」については，自由記述の記入は少なかった

が 5段階の評価では最も期待が高かった.

小・中学校の担当の教師が特別支援教育に関す

る情報を必要としている状況が伺えた.

r12障害児・者の生涯学習の支援」につい

ては， r卒業後学習できる場として養護学校の

施設や設備を活用できればよいと思う.Jとい

うような記述があった rs卒業後の進路・就

N=171 

グラフ内の数は人数

80% 100% 

図 1 地域の特別支援教育のセンターとしての養護学校への期待について(小・中学校担当者)
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学に関する相談Jの「卒業後の予後も含めて

ずっと相談できる場になって頂きたいJと言う

部分や余暇活動も含め障害児・者への支援を期

待されている.

「地域の特別支援教育のセンターとしての養

護学校に期待すること」について自由記述には

たくさんの記入があった.記入の量からだけで

も，養護学校への期待が大きいことが伺える.

「障害のある子どもたちが，地域で生き生き暮

らすための支援について一緒に考えていきた

い.Jr地域療育，就学相談，教育相談の充実及

び小・中学校の特別支援教育のサポートを希

望Jというように，支援・相談への期待や内容

の充実を期待するものが多くあった.また，

「各小中学校へ派遣事業にカを入れて欲しい.

巡回相談・巡回指導があるとありがたい.Jと

いうように，実際に訪問して対応じて欲しいと

いう要望も多かった.こういった，期待・要望

の一方で rセンターとしての期待はあるが，

負担が大きくなりすぎないか.目の前の子ども

たちをまず第ーに.Jといった養護学校の置か

れている状況についての記述もあり，お互い協

力しながら，大いに知恵を出しあっていく必要

を感じた.

2)保護者

結果は図2の通りである.

「期待するJr多いに期待するj を合わせる

と9割前後になる項目が多かった.これは保護

者の養護学校のセンター的役割についての期待

の大きさ，関心の高さを表している.

1就学相談

2就学相談(養)

3早期(就学前)

4指導方法

5進路

6訪問

7教材教具

8講師派遣

9研修会開催

10情報の提供

11子ども交流

12生涯学習

13施設開放

0% 20% 40% 60% 

中でも特に期待が高かったのは， rl0特別支

援教育に関する各種の情報の提供Jであるー新

しい情報を分かりやすく提供できることへ期待

する記入があった.

一方 r3早期(就学前)の教育や療育に関

する相談Jへの期待がやや少なかったが，これ

は，今回アンケートに協力頂いた保護者の子ど

もがすでに就学しているからであると考えられ

る.就学前の障害児の保護者を対象としていた

ら，また，違った結果になったかもしれない.

「地域の特別支援教育のセンターとしての養

護学校に期待することJについては，各項目に

比べたくさんの記入があった.細かく読んでい

くと，それぞれの項目に該当する内容もあった

が，保護者としては一つ一つの項目よりも，全

体としての養護学校への期待として記入して頂

いたようである.その内容は， r経験・理解不

足の先生が多いので，経験豊富な養護学校の先

生から，経験の浅い普通学級の先生にアドバイ

スして頂きたい.J r特殊学級や学校の先生方は

あまり障害のある子どもの知識がないように思

えるので，情報が先生方に伝わるということは

嬉しく思う.Jといった厳しい内容のものが多

かった.今回，特殊学級及び通級指導教室の担

当者としての回答97名の内，特殊学級や特殊教

育諸学校の経験年数では 3年未満が42名

(43.4%)だった.この数字が大きいか小さい

かの判断はできないが，保護者がより専門性の

高い担当者を求めているのは言うまでもないこ

とであり，担当者となったからにはより高い専

80% 

口0:未記入

図 1:全く期待しない

目2:期待しない

口3:どちらともいえない

閣4:期待する

.はいに期待する

N=lS' 

グラフ内の数は人数

100% 

図2 地域の特別支援教育のセンターとしての養護学校への期待について(保護者)
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門性を身につけて欲しいという願いが強く感じ

られる.

回答者は全員が熊本市手をつなぐ育成会の会

員で，その学校部会の研修会に参加した保護者

である.日頃から育成会の活動等を通して障害

児理解を深められており，より高い専門性を学

校へ期待されていると考えられる.

また，養護学校に対しても「まず，自校教育

の充実，センターと呼ばれるにふさわしい施設

の整備，人材の育成など.Jという指摘があっ

た.専門性を求められるにふさわしい養護学校

であることは重要なことであり，日々の実践の

充実を図ることが，地域の特別支援教育のニー

ズに応えられることにつながるといえよう.

3 r熊大附養総合支援事業」について

ここでは熊大附養総合支援事業Jについて質

問した.これは，熊本大学教育学部附属養護学校の

地域におけるセンター的役割を担うものとして平成

14年度より取り組んでいるものである.このような

事業を推進するには人的・物的環境の充実が不可欠

であるが，まずはできるところから，という姿勢で，

附属養護学校の現状の施設設備，職員の専門性やこ

れまでに蓄えられてきたノウハウやネットワークを

活かしながら取り組みを行ってきた.

アンケートでは「熊大附養総合支援事業Jについ

て知っていたか，また，それぞれの事業への関心に

ついて尋ね，さらに自由記述の欄を設けた.

1)小・中学校

① 「熊大附養総合支援事業Jについて

回答結果は図3の通りである. r知っていたJ

f利用したことがある」を合わせると63名(約

38%)であった.

「熊大附養総合支援事業Jについては， r熊大附

知らなかった

(55.6%) 

(9.4%) 

利用したことがある

N=171 

図3 熊大附養総合支援事業について
(小・中学校担当者)

養総合支援事業のご案内Jのリーフレット及び，

「進路支援フォーラムJr情報教育研修会Jr学校

参観週間Jのお知らせを熊本市立の小中学校に全

校に配布している.また，本校，研究発表会での

報告， Webサイトでの公開，熊本県特別支援教育

研究会の研修会場でのリーフレツトの配布等も

行ってきた.

ところで，今回のアンケートも「リーフレツ

トJや「お知らせ」と同じように熊本市立の全て

の小中学校に送ったところ， 117校中78校， 67% 
の学校より回答があった.配布の方法で異なる点

は，総合支援事業に関する案内は学校長宛の 1通

であったが，アンケートについては，学校長，

コーディネーター，特殊学級担当者，通級指導教

室担当者というようにそれぞれに宛てたことであ

る.学校数と人数をそのまま比較することはでき

ないが「熊大附養総合支援事業Jの案内が，確実

に対象となる担当者の所まで届いていない現状が

あったといえる.広報の方法についてさらなる改

善が必要と思われる.

② 「熊大附養総合支援事業」の各事業について

「熊大附養総合支援事業Jのそれぞれの事業で

ある「進路支援フォーラムJr情報教育研修会J

「研修会等への人材派遣Jr情報提供サ←ピス」

「知的障害児・者のためのコンピュータ教室」

「ボランティア養成講座Jrベーカリーすずかけ

の生活支援事業Jr教育相談Jr就学相談Jrオー

プンスクーノレJr生活・就労相談Jr学校参観週

間jへの関心については，図4の通りである.

半数以上が「参加・利用したいJr参加・利用

したことがあるJと答えているのは， r進路支援

フォーラムJr研修会等への人材派遣Jr情報提供

サービスJr教育相談Jr就学相談Jrオープンス

クーノレJであった.どれもが現在担当している児

童生徒へのより直接的な支援につながる内容であ

ると考えられる.

前項の「地域の特別支援教育のセンターとして

の養護学校への期待について」の結果で，期待が

高いと考えられた r4指導方法や技術についての

相談Jr5卒業後の進路・就学に関する相談Jr7 

教材教具の紹介や提供Jr10特別支援教育に関す

る各種の情報の提供Jと関連の多い内容であった.

しかし，同じく期待の高かった r12障害児・

者の生涯学習の支援Jと関連があると考えられる

「知的障害児・者のためのコンピュータ教室Jに

ついては，やや関心が少なかった.これは知的障

害児・者本人を対象とした事業であるため教師の

立場としては関心が低いとも考えられが， r障害
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特別支援教育のセンターとして養護学校へ求められる役割と課題

児・者の生涯学習の支援Jを養護学校にだけ求め

るのではなく，小・中学校の障害児と関わる方々

にも同じ地域の支援者として協力し合える環境・

意識づくりをしていく必要があると感じた.

「ボランティア養成講座Jは大学生を対象とし

たものベーカリーすずかけの生活支援事業」

は養護学校の卒業生を対象としたものであること

から関心が低いと考えられる.

実際に「参加・利用したことがあるJとの回答

があったのは r進路支援フォーラムJr情報教育

研修会Jなどである.参加・利用したいとの期待

はあるが，実際の参加はまだ少数であるといえる.

f進路支援フォーラムJや「学校参観週間Jには

毎年多くの参加者があるが，学校の教員の参加は

少ない.広報の仕方や参加・利用しやすい状況を

配慮した計画を考えていかなければならないだろ

う.

③ 自由記述

自由記述欄にもたくさんの要望・意見が記入さ

れていた.

「早めに詳しい内容まで分かれば助かります.J 

「期日が迫っていて予定が詰まっていて参加した

い内容でも参加できないことが多かった.年間計

画が早く出ていると計画が立てやすいと思いま

す.Jといった，広報・ PRの仕方についての意

見があった.各事業のところで述べたとおり，広

進路

情報研修

人材派遣

情報提供

コンピュータ教室

ボランティア

ベーカリー

教育相談

就学相談

オープン

生活就労

学校参観

0% 20% 40% 

報の仕方の工夫が必要であると言える. r距離や

時間の制約により養護学校が身近な存在になって

いない.もう少し身近な存在となりいろんな情報

の発信の場になって欲しい.J r利用できるものが

あれば積極的に参加したいと思うので情報をいた

だけると助かる.ただ，時間的な制約は多い.J 

というように参加したいが，実際はなかなか難し

いといった記述が複数あった.同様にこれも，参

加・利用しやすい状況を配慮した計画づくりを考

えていかなければならない.

また rリーフレット等はいつも保護者(特殊

学級)にも配っています.とても関心を持ってお

られます.通常学級に在籍している場合情報を届

けにくいのが現状.どう情報を提供していくか課

題と感じている.できるだけ伝えていきたいと思

う.J r今後保護者や関係者に情報は知らせていき

たいと思う.Jというように，小・中学校の担当

者だけでなく保護者や関係者への情報の提供につ

いての記載もあった.いろいろな形で，より豊か

なで有意義な情報が必要としている人のもとへ伝

えられるような工夫・協力の大切さを感じた.

2)保護者

① 「熊大附養総合支援事業j について

「熊大附養総合支援事業Jについては18名中

「知っていた:2名Jr知らなかった:16名」で

あった. r失日っていた :2名j は， r友人(附属養

60% 80% 100% 

図 0:未記入 国 2:どちらともいえない 1I ~4 :参加・利用したことがある

N=171 口参加や利用したいと思わない園 3:参加・利用したい

図4 r熊大附養総合支援事業Jについて(小・中学校担当者)
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護学校の保護者)からの情報j と rWebサイト

でJいうことである. r進路支援フォーラムJや

「学校参観週間Jについては保護者向けの案内

はしているが「熊大附養総合支援事業Jとして

の案内は特に行っていないことによると考えられ

る.

② 「熊大附養総合支援事業Jの各事業について

「ベーカリーすずかけの生活支援事業Jが養護

学校の卒業生を対象としているのaで，やや少ない

他は，どの事業も「参加・利用したいJという回

答が多い.特に「進路支援フォーラムJr情報提

供サービスjへの関心が高かった.

③ 自由記述

「他の人の為にも情報が提供されるシステムが

あればよいJという記述があった.これは②の結

果のとおり情報提供への期待が大きいことがわか

る.

まとめ

中央教育審議会は，平成16年12月の「特別支援教

育を推進するための制度の在り方についてJの中間

報告を示した.

この中で，特別支援学校(仮称)に期待されるセ

ンター的機能の具体的内容として

① 小・中学校等の教員への支援機能

② 特別支援教育に関する相談・情報提供機能

③ 障害のある児童生徒等への指導機能

④ 医療，福祉，労働などの関係諸機関との連絡・

調整機能

⑤ 小・中学校等の教員に対する研修協力機能

⑥ 地域の障害のある児童生徒等への施設設備等の

提供機能

の6項目があげられている.

今回，アンケートを行った項目もこの中のそれぞ

れに含まれる.また熊大附養総合支援事業」と

して行ってきた内容も期待されるセンター的機能に

応え得るものである.

小中学校の教員への調査結果からは，担当してい

る(関わっている)児童生徒について必要な情報・

助言へのニーズが高いことが伺われた.

保護者からのニーズとしては，小中学校の担当教

員の専門性の向上を願う芦が多く，そのための役割

を養護学校には求められている.ニーズに答えるだ

けの研鎖を積んでいかなければならない.

「熊大附養総合支援事業」は，養護学校のセン

ター的役割を具現化するものである.今回の結果か

らは，期待も多いが，参加・利用しやすいような内

容・計画の工夫の必要性が示唆された.なお，平成

17年度より「地域支援事業j として，さらなる充実

を目指している.

地域から求められる支援と養護学校が提供できる

支援をより有効に結びつけ合う必要がある.職員の

交流などのアイデアも出されていたが，お互いの情

報交換をもっと活発に進めていければ，必要とする

ところへ必要な支援が提供できるようになるのでは

ないだろうか.

おわりに

「特殊教育」から「特別支援教育」への流れの中

で，特別支援教育のセンターとしての養護学校の役

割が強く求められるようになった.その役割を果た

すために多くの学校が新しい取組を始めている.

地域から求められる支援と養護学校が提供できる

支援をより有効に結びつけ合うためには，お互いの

コミュニケーションが大切であると述べた.本研究

に当たり，今回，多くの方々から貴重なご意見を頂

くことができた.まさしく，お互いを知るコミュニ

ケーションの第一歩である.今回頂いた貴重な情報

を特別支援教育のセンタ}として期待される養護学

校のよりよい地域支援のために少しでも役立てるこ

とができれば幸いである.

最後に，アンケート及び調査にご協力いただいた

熊本市立小中学校の先生方，熊本市手をつなぐ育成

会の保護者の皆様，アンケート実施に当たりご助言

頂いた熊本市教育委員会城門千代先生に感謝申し上

げます.
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